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本第三者割当増資の⽬的・意義と資⾦使途

今回の第三者割当増資は、「ヘルスケアサイクル」に関連するサービスの強化を通じ、「SOKUYAKUヘルス
ケア経済圏」を発展させ、超高齢化社会を迎える日本の深刻な社会課題解決の一助となることによって、当社
グループの更なる企業価値向上を⽬指すものです。

• 当社グループは、「人と社会を健康に美しく」を経営理念に掲げ、事業を推進しております。
また、当社は2025年8月に中期経営計画を発表しており、2028年5月までに売上高330億円を目指します。

• 2026年５月期以降、当社グループは中期アクションプランとして「ユーザー基盤の拡大」「サービス領域の拡張」
「グローバル展開の推進」の３領域に注力することで「SOKUYAKUヘルスケア経済圏」の拡大を図っております。

• 斯かる戦略構想のもと、適時適切に必要十分な成長投資を行うための資金を確保すべく、総額２億円の第三者割当増
資の実施を決定いたしました。

• 中期アクションプランの一つでもある「ユーザー基盤の拡大」に資する費用として、B2Cユーザー/B2Bクライアント
の新規獲得とクロスユース促進に充当予定です。

本件の⽬的・意義

具体的な資⾦使途 ⾦額（百万円） 支出予定時期

SOKUYAKUヘルスケア経済圏の発展に資する各種マーケティング費用 190 2025年9月～2028年5月

調達の概要
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当社グループについて

会社名 ジェイフロンティア株式会社

本社所在地
東京都渋谷区桜丘町9番8号

KN渋谷3 ４階

設立年月日 2008年6月10日

代表取締役 中村 篤弘

従業員数

連結：202名

単体： 64名

（2025年5月末時点）

2025年5月期
主要財務数値

売上高 ：215億円

EBITDA ： 9億円

営業利益：2.9億円

会社概要

事業概要

経営方針

経営理念

ミッション

“人と社会を健康に美しく”

• 健康寿命の伸長による医療費の抑制
• 医療機関のDX化による効率的・効果的な医療体制構築

➢ 医療費の高騰・医療人材の枯渇など、日本が直面する深刻な社会問題解決を⽬指す



3

中期経営計画サマリー

単位：百万円

売上高

21,504 
23,600 

28,000 

33,000 

2025/5 2026/5 2027/5 2028/5

EBITDA

900
1,015

1,700

2,500

2025/5 2026/5 2027/5 2028/5

営業利益

293 327

1,000

1,700

2025/5 2026/5 2027/5 2028/5

実績 計画 計画 計画 実績 計画 計画 計画 実績 計画 計画 計画

ユーザー基盤の拡大
✓ SOKUYAKUの認知拡大～定着化
✓ SOKUYAKUとD2Cのクロスユース促進

１

サービス領域の拡張
✓ 各種データ連携・AI実装加速
✓ 商品・サービスラインナップの拡充

２

グローバル展開の推進
✓ インバウンド強化
✓ 東南アジア主要国への進出

３

“SOKUYAKUヘルスケア経済圏の更なる深化へ”
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1.ユーザー基盤の拡大

2.サービス領域の拡張

3.グローバル展開の推進

SOKUYAKUヘルスケア経済圏

2.サービス領域の拡張
✓各種データ連携・AI実装
✓商品・サービスラインナップ
の拡充

3.グローバル展開の推進
✓インバウンド強化
✓東南アジア主要国への展開

1.ユーザー基盤の拡大
✓ SOKUYAKU認知拡大～定着化
✓ SOKUYAKUとD2Cの
クロスユース促進

➢ 3つのアクションを加速し、SOKUYAKUヘルスケア経済圏を拡大

中期アクションプラン
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事業シナジーの概要

SOKUYAKU及びD2Cのユーザー体験の多面化1

• 商業施設・オフィス・空港等での体験イベントを起点に、その場でのSOKUYAKU登録・相談予約、D2C試用～購入～継続
までを一気通貫で設計します。

企業・自治体向けウェルネス施策の加速化2

• 企業オフィス・自治体巡回イベントや説明会の実施を強化し、SOKUYAKUベネフィットや防災プランの導入を加速化しま
す。

医療人材需給の最適化3

• 割当予定先の有する人材支援ノウハウにより、人材不足に悩む医療機関・薬局との人材マッチングの高度化を図ります。

SOKUYAKUヘルスケア経済圏のアジア展開4

• 割当予定先の有する多言語PRやアジア各国における現地イベント・展示会運営ノウハウにより、アジアでのSOKUYAKUヘ
ルスケア経済圏を早期に創出します。

➢ フロンティアインターナショナル社のリアル体験マーケティングノウハウを最大限活用
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本資本業務提携及び第三者割当に関するQ&A(1/2)

質問 回答

1. 資金使途は？

「SOKUYAKUヘルスケア経済圏」の参加者拡大および定着化を目的とした各種マーケティング投資に充当いたします。
2026年5月期に50百万円、2027年5月期に70百万円、2028年5月期に70百万円を充当予定です。
具体的には、中期アクションプランに掲げる「ユーザー基盤の拡大」に資する費用として、B2Cユーザー/B2Bクライアン
トの新規獲得とクロスユース促進に充当予定です。

2. 本スキームを選んだ理由は？

当社は､資本性調達手法のみならず､負債性調達手法を含めた様々な手法について検討を行いました｡当社としては､
既存株主の利益に配慮しながら、当社の資金ニーズを満たしうる、現時点における最良の資金調達方法であると判断
いたしました。

3. 

第三者割当により流通株式比率が
低下して、グロース市場の上場維
持基準（25%以上）に抵触する
ことはないか？

2025年5月末の株主名簿をもとに本件の第三者割当による株式数の変動を加味した流通株式比率（当社試算値）は27.3％
であり、グロース市場の上場維持基準には抵触しない見込みです。

出典：日本取引所グループ
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本資本業務提携及び第三者割当に関するQ&A(2/2)

質問 回答

4. 希薄化の規模は？

本第三者割当増資により増加する株式数は、106,270株（議決権数1,062個）であり、2025年５月31日現在の当社発行済
株式総数5,220,195株及び議決権数52,171個を分母とする希薄化率は2.04％（議決権ベースの希薄化率は2.04％）に相
当します。また、本有価証券届出書提出日前６か月以内である2025年３月24日付でHUMEDIT SINGAPORE PTE. LTD.に
対して割り当てられた株式数253,300株（議決権2,533個）を、本第三者割当増資により増加する株式数に合算した総株式
数は359,570株（議決権数3,595個）であり、2025年５月31日時点の当社発行済株式総数からHUMEDIT SINGAPORE 
PTE. LTD.に対して割り当てられた株式数253,300株（議決権2,533個）を控除した発行済株式総数である4,966,895株及
び議決権数49,638個を分母とする希薄化率は7.24％（議決権ベースの希薄化率は7.24％）に相当します。

しかしながら、当社は、本第三者割当増資による資金調達により調達した資金を上記「資金使途」に記載した各資金使途
に充当する予定であり、これは今後の注力分野への投資を実現していくとともに、財務基盤の安定に資するものであって、
中長期的な観点から当社の既存株主の皆様の利益に貢献でき、株主価値の向上に繋がると考えていることから、今回の第
三者割当による資金調達に係る当社普通株式の発行数量及び株式の希薄化の規模は、株主価値向上の観点からも合理的で
あると判断しております。

5. 割当予定先の選定理由は？

当社は、更なる成長加速を企図し、成長資金を調達できる先について、複数検討してまいりました。
割当予定先の選定においては、複数の事業会社、投資家候補と接触を重ね、当社の事業概要、事業戦略及び財務状況や事
業環境の現状と課題について理解したうえで、資金調達に賛同いただけるという、当社の割当候補先の選定方針に合致し
た候補先の中から、特に事業シナジーが期待できる株式会社フロンティアインターナショナルと、当社の経営理念に深く
共感いただいた鹿内隆一郎氏を割当先とする第三者割当増資を決定いたしました。

6. 

2025年3月に行われた、
HUMEDIT SINGAPORE PTE. 
LTD.からの資金調達との違い
は？

この度の調達により得た資金は、「SOKUYAKUヘルスケア経済圏」のユーザー基盤の拡大のためのマーケティング費用と
して、主にB2Cユーザー/B2Bクライアントの新規獲得とクロスユース促進のために使用予定であります。具体例として、
Webによりリアル体験イベント参加者/企業を集客し、イベント会場でのSOKUYAKU登録・相談予約、D2C試用～購入～
継続までを一気通貫で設計・提供することで、“必要なときにすぐ”というSOKUYAKUヘルスケア経済圏の価値を体験とし
て広げるためのマーケティング費用などを想定しております。
一方、3月のHUMEDIT SINGAPORE PTE. LTD.からの調達により得た資金は、同社の医療知見・ネットワーク・自由診

療市場における強みを最大限に活用し、「SOKUYAKUシステムのアップデート」や「広告宣伝費（主にSNS・SEO・イン
フルエンサーを活用したターゲット広告等を想定）」を資金使途として定めておりました。
以上のとおり、両者は「SOKUYAKUヘルスケア経済圏」の成長のための資金調達である点は共通するものの、具体的な

施策や支出予定時期等が異なるものでございます。



“人と社会を健康に美しく”

本資料は当社の会社内容を説明するために作成されたものであり、投資勧誘を目的に作成されたものではありません。

本資料における、業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

顕在化・潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、将来の経済環境の変化等の様々な要因により、

実際の事業の状態・業績等は影響を受けることが予想され、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。

本資料は、投資家ご自身の判断と責任において利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社は

いかなる場合においてもその責任は負いません。当社の事業計画に対する評価及び投資に関する決定は、投資家ご自身の

判断において行われるようお願いいたします。内容に関する一切の権利は当社に帰属しています。無断転載はご遠慮ください。
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